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○ 先天性心疾患患者の９割以上が成人に達することができる。

 国内では５０万人以上の患者がいるとされ、推測では年間１万人ずつ増加。

○ 患者へのフォローには、小児から成人への移行や患者教育、妊娠出産、

 成人後の疾患の合併など多面的な問題に対処が求められる。

○ 埼玉県では、日本成人先天性心疾患学会専門医 総合修練施設である 

埼玉医科大学国際医療センター、さいたま赤十字病院・県立小児医療セン

ターを中心にフォローされている。

3_1 成人先天性心疾患（ACHD）について

医療機関名 専門医数

総合修練施設
さいたま赤十字病院 1

埼玉県立小児医療センター 1

総合修練施設 埼玉医大国際医療センター 3

連携修練施設 埼玉医大総合医療センター 1

日本成人先天性心疾患専門医

総合修練施設・連携修練施設
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3_2 成人先天性心疾患の専門的な治療が受けられる機関の紹介について

○県ホームページにおいて、

「成人先天性心疾患の専門的な治療が

受けられる医療機関」の紹介を行う。

○日本成人先天性心疾患専門医 総合修練

施設・連携修練施設の４病院を紹介する。

   小児期から成人期に移行した患者や、他県から埼玉県に来た患者が、

 途切れることなく医療が受けられるよう、

フォロー可能な機関の情報にアクセスできることが重要。

心疾患部会意見

対応案
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3_3 成人先天性心疾患の専門的な治療が受けられる機関の紹介について

つづき

県ＨＰでの紹介イメージ

・成人先天性心疾患（ACHDとは）

・成人先天性心疾患の専門的な
治療が受けられる医療機関
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